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論文内容の要 ヒ日ー
同種骨移植についての実験および臨床成績の報告は多いが、臨床に使用される大きな移植骨の骨性治
癒の過程および期間についての一定の評価はない O そこで著者はコバルト 60 ・ガンマ一線照射により





ス混合で急速凍結し、戸バルト 60 ・ガンマ一線200X1伊rep照射し、以後-26 0C に凍結保存した。骨移
植後、経時的レ線検査を行ない、移植骨の骨梁の再構築の完成および母床との一体化が起こった時期
を骨性治癒と判定した。対照として自家骨わよび異種骨 (Kiel bone) 移植の症例を使用した。
症例を移植母床により分類し、移植骨にストレスのかからない骨性母床(第 1 群)、多少のストレス













同種骨 T =0 .41D+ 1.05 
標準誤差
2.30 
自家骨 T =0 .15D+ 1.54 1.48 
異種骨 T =0 .75D+7.49 0.90 
第 2 群:新臼蓋の完成までの期間は、同種骨では平均14.8土 3.7 カ月、自家骨では平均 8.7土 2.3
カ月であった。













成績は、大骨片を使用する臨床例の成績と一致しない未知の分野が多く、最近、Dosage Phenomen 1/ 
として注目されており、また臨床例における予後を推測するに足る基準はなかったO
本論文では、コバルト 60照射・凍結保存した同種骨を使用し、従来問題のあった細菌感染や拒絶反
応を抑え、臨床例において優秀な成績を収めるとともに、骨移植部位の骨染像の再形成の完成する時
点まで追跡して骨性治癒と判定し、自家骨および異種骨移植例を対照として比較し、その予後を推測
するに足る貴重なデーターを発表した O これは同種骨使用の適否の判断の基準にもなるもので、この
分野にわける実際的な貢献であると認められる。
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